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【New】

「スマホ保険証」実証事業を実施後、9月にも医療機関などで導入開始へ

厚生労働省は4月3日に開催された第193回「社会保障審議会医療保険部会」で、早ければ9月にもスマートフォンに搭載されたマイナ保険証について、導入を希望す
る医療機関で使用できるようにする方針を明らかにした。
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新たな地域医療構想のとりまとめ案、おおむね了承 

厚生労働省は12月6日に開催された第14回「新たな地域医療構想等に関する検討会」で、2027年度から順次取り組みを開始する新たな地域医療構想に関するとり
まとめ案を提示し、おおむね了承された。
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https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/26
https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/25


高額療養費の自己負担限度額、15％引き上げで保険料4300億円減など――厚労省試算 

高額療養費制度の早急な見直しに向け、厚生労働省は12月5日に開催された第188回「社会保障審議会医療保険部会」で、高額療養費の自己負担限度額引き上げによ
る保険料などへの影響についてモデル試算を提示した。
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医師偏在対策、外科医師確保のため「業務負担への支援など手厚い評価を」 

厚生労働省は、11月29日に開催された第8回「医師養成過程を通じた医師の偏在対策等に関する検討会」で、医師養成過程に関連する部分の方向性や取り組み案を整理
した。

Image

https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/24
https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/23


病床削減を実施する医療機関に支援、賃上げも実現――新たな総合経済対策

政府は11月22日、「国民の安心・安全と持続的な成長に向けた総合経済対策」（新たな総合経済対策)を閣議決定した。
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2024年度診療報酬改定の基本方針を決定――厚労省

厚生労働省の社会保障審議会医療部会及び医療保険部会は12月11日、「2024年度診療報酬改定の基本方針」を決定、公表した。
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看護補助者の平均給与は25.5万円――全産業平均を大きく下回る結果に

12月8日に開かれた中央社会保険医療協議会（中医協）総会で「医療関係職種の処遇改善」が議題に挙がり、コメディカルの中でも特に看護補助者については全産業平均
を大きく下回っている状況が判明した。
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https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/22
https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/21/
https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/20/


医師の働き方改革「特設サイト」公開――厚労省

厚生労働省は、医師の働き方改革に関する特設サイトを12月1日に公開した。
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がん疼痛への専門的な緩和ケア「拠点病院の体制強化を」――中医協

厚生労働省は、11月24日に開催した中央社会保険医療協議会（中医協）総会で、緩和的放射線治療や神経ブロックの実施が多いがん診療連携拠点病院の評価について検
討を求めた。
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2024年4月始動の医療情報ネット、「小児」「難病患者」などの情報を分かりやすく

https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/19/
https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/18/
https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/17/


11月20日に開かれた第1回「医療機能情報提供制度・医療広告等に関する分科会」で、「医療機能情報提供制度」の全国統一システムへの移行に伴い、来春から運用が
始まる「医療情報ネット」について検討された。
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小児かかりつけ診療料の算定回数は増加、課題も明らかに

厚生労働省は、11月10日に開催された中央社会保険医療協議会総会で、「小児かかりつけ診療料・小児科外来診療料の算定・届出状況」を公表した。
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財務省「マイナス改定を」――診療所の報酬引き下げ求める

財務省は11月1日、財政制度等審議会財政制度分科会で、2024年度診療報酬改定について取り上げ、「診療所の極めて良好な経営状況等を踏まえ、診療所の報酬単
価を引き下げること等により、診療報酬本体をマイナス改定とすることが適当」と提言した。
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https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/16/
https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/15/


2024年度薬価改定、後発品の安定供給に向け「企業指標」導入の方針

厚生労働省は10月27日、中央社会保険医療協議会の薬価専門部会で、品質が確保された後発品を安定供給できる企業の可視化、当該企業の品目の医療現場での選定しや
すさを目的とした「企業指標」を、2024年度薬価改定から試行導入することを提案した。
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薬剤師による外来がん患者への診察前関与、医師の92％が有用と回答

中央社会保険医療協議会は10月18日、第559回総会を開き、がん・疾病対策について議論した。
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小児への点滴中に血管外漏出の医療事故の報告多数、注意を

https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/14/
https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/13/
https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/12/


日本医療機能評価機構は10月16日、小児への輸液投与中に血管外漏出に気付くのが遅れて治療を要した医療事故の事例を「医療安全情報No.203」として公表した。
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看護師から看護補助者へのタスク・シフトで負担減、人員確保が課題

厚生労働省は9月29日、中央社会保険医療協議会の診療報酬調査専門組織である入院・外来医療等の調査・評価分科会を開催。
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健康診断結果報告書や患者サマリーの実装を目指す――電子カルテ情報共有サービス

厚生労働省は、9月11日に開催された第18回健康・医療・介護情報利活用検討会医療等情報利活用ワーキンググループで、本人および事業者、保険者等に送られる「健
康診断結果報告書」を電子カルテ情報共有サービス（仮称）稼働時の実装を目指すことを提案した。
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https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/11/
https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/10/


リフィル処方箋の応需実績がある薬局は28.9%と昨年より増加――日本保険薬局協会調査

日本保険薬局協会は9月8日、医薬品流通・OTC検討委員会と薬局機能創造委員会の合同で実施した「管理薬剤師アンケート報告書」を公表した。
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小児がんや希少がんなどの新たな標準治療の開発を目指す――有識者会議

新たながん研究戦略を議論する「第14回今後のがん研究のあり方に関する有識者会議」が8月30日に開催され、「今後のがん研究のあり方について」の報告書案（暫定
版）が示された。
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2024年度診療報酬改定の議論中間まとめ――今後のスケジュールは

https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/09/
https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/08/
https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/07/


厚生労働省は、8月31日に中央社会保険医療協議会 総会を開催し、2024年度の診療報酬改定に向けたこれまでの議論の整理と総括を行うとともに、中間取りまとめ
を公表した。
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5類移行後初の「コロナ診療の手引き」改訂版のポイント、小児の重症例報告も

厚生労働省の新型コロナウイルス感染症対策本部は8月21日、「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）診療の手引き・第10.0版」を公開した。
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「地域包括ケア病棟」救急搬送後の直接入棟は医療資源投入量が多い傾向に

救急搬送後に他の病棟を経由せずに直接入棟した患者の割合が高い地域包括ケア病棟では、医療資源の投入量が多い傾向にあるとのデータを、厚生労働省は8月10日、診
療報酬調査専門組織「入院・外来医療等の調査・評価分科会」で示した。
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https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/06/
https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/05/


無医地区は全国557地区、前回調査より減少

周辺に医療機関がない「無医地区」は2022年10月末時点で全国557地区だったことが7月28日、厚生労働省の公表で明らかとなった。
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外国人患者を受け入れる医療機関の約2割で未収金発生

厚生労働省は7月28日、「医療機関における外国人患者の受入に係る実態調査」を公表した。
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児童発達支援等に関する要望をヒアリング――障害福祉サービス等報酬改定検討チーム

https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/04/
https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/03/
https://www.pro.novartis.com/jp-ja/support/medical_topics/02/


厚生労働省の障害福祉サービス等報酬改定検討チームは7月12日、関係する6団体を招いてヒアリングを実施した。
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10月から難病・小児慢性特定疾病の医療費助成が遡及可能に

指定難病及び小児慢性特定疾病に対する医療費助成について、医療費助成の開始を「申請時点」から「重症度分類を満たしていることを診断した日まで遡及可能になる。
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